
別
表
第
一
第
二
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
五

削
除

九
一

削
除

別
表
第
一
第
九
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
〇
八

別
表
第
一
第
一
〇
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外特第™™号)官 報

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条

削
除

第
三
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
^

の
Ｃ
の
\
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号

の
一
の
^

の
Ｃ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
_

の
Ｂ
の
]
の
ü
及
び
第
二
七
一

〇
・
一
九
号
の
一
の
^

の
Ｂ
の
]
の
ü
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
_

の
Ｂ
の
]
及
び
第
二
七
一
〇
・
一

九
号
の
一
の
^

の
Ｂ
の
]
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
`

の
\
及
び
第
二
七
一

〇
・
一
九
号
の
一
の
_

の
\
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一
一
号
の
一
の
`

及
び
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
_

」
に

改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一
の
`

の
Ａ
の
ç
の
\
」
を
「
第
二
七
一
〇
・
一
九
号
の
一

の
`

の
Ａ
の
ç
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

税
関
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
千
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
情
報
処

理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条

第
一
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
と

し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
者
（
以
下
「
指
定
者
」
と
い
う
。）で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
千
四
百
円
）

第
二
条
第
一
項
第
十
号
中
「
十
六
万
四
千
九
百
円
」
を
「
八
万
八
千
七
百
円
」
に
、「
十
六
万
四
千
五
百
円
」を「
八

万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
十
四
万
千
三
百
円
」
を
「
七
万
六
千
円
」

に
、「
十
四
万
千
円
」
を
「
七
万
五
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
十
一
万
七

千
八
百
円
」
を
「
六
万
三
千
三
百
円
」
に
、「
十
一
万
七
千
四
百
円
」
を
「
六
万
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
十
万
二
千
円
」
を
「
五
万
四
千
八
百
円
」
に
、「
十
万
千
七
百
円
」
を
「
五
万
四

千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
七
万
八
千
四
百
円
」
を
「
四
万
二
千
百
円
」

に
、「
七
万
八
千
二
百
円
」
を
「
四
万
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
六
万
千

百
円
」
を
「
三
万
二
千
八
百
円
」
に
、「
六
万
九
百
円
」
を
「
三
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
九
百
円
」
を
「
二
万
七
千
三
百
円
」
に
、「
五
万
八
百
円
」
を
「
二
万
七
千
百
円
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
四
万
七
百
円
」
を
「
二
万
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
六
百
円
」
を

「
二
万
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
三
万
五
百
円
」
を
「
一
万
六
千
四
百

円
」
に
、「
電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
者
（
以
下
「
指
定
者
」
と
い
う
。）」
を
「
指
定
者
」に
、

「
三
万
四
百
円
」
を
「
一
万
六
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

二

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

一
万
二
千
二
百
円

第
二
条
第
二
項
中
「
八
万
八
千
二
百
円
」
を
「
五
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
千
八
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
六
千
七
百
円
）

第
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
十
万
二
千
円
」
を
「
五
万
四
千
八
百
円
」
に
、「
十
万
千
七
百
円
」
を
「
五
万
四
千
四

百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
七
万
八
千
四
百
円
」
を「
四
万
二
千
百
円
」に
、「
七

万
八
千
二
百
円
」
を
「
四
万
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
六
万
千
百
円
」

を
「
三
万
二
千
八
百
円
」
に
、「
六
万
九
百
円
」
を
「
三
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同

項
第
二
号
中
「
四
万
七
百
円
」
を
「
二
万
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
六
百
円
」
を
「
二
万
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
千
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
千
四
百
円
）

三

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

一
万
三
千
六
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
三
千
五
百
円
）

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
四
万
七
千
五
百
円
」
を
「
二
万
五
千
五
百
円
」
に
、「
四
万
七
千
三
百
円
」
を
「
二
万

五
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
万
五
千
三
百
円
」に
、「
六
万
五
千
六
百
円
」

を
「
三
万
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
九
万
八
千
九
百
円
」
を
「
五
万
三
千
百
円
」
に
、「
九
万
八
千
五

百
円
」
を
「
五
万
二
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
十
二
万
三
百
円
」
を
「
六
万
四
千
七
百
円
」
に
、「
十

二
万
円
」
を
「
六
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
十
四
万
三
千
九
百
円
」
を
「
七
万
七
千
四
百
円
」

に
、「
十
四
万
三
千
五
百
円
」
を
「
七
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
十
六
万
八
千
円
」
を
「
九
万
三

百
円
」
に
、「
十
六
万
七
千
五
百
円
」
を
「
八
万
九
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
十
九
万
二
千
百
円
」
を

「
十
万
三
千
二
百
円
」
に
、「
十
九
万
千
五
百
円
」
を
「
十
万
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
二
十
一
万

六
千
二
百
円
」
を
「
十
一
万
六
千
百
円
」
に
、「
二
十
一
万
五
千
五
百
円
」
を
「
十
一
万
五
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同

項
第
九
号
中
「
二
十
四
万
三
百
円
」
を
「
十
二
万
九
千
円
」
に
、「
二
十
三
万
九
千
五
百
円
」
を
「
十
二
万
八
千
円
」

に
改
め
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
百
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
二
項
中
「
同
号
」
を
「
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
に
、「
当
該
」
を「
こ
れ
ら
の
号
に
掲
げ
る
」

に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第

一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を

第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
石
油
化
学
製
品
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令

第
五
条
に
規
定
す
る
物
品
と
す
る
。

４

法
第
九
十
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
本
邦
に
到
着
し
た
石
油
製
品
に

他
の
石
油
製
品
を
混
合
し
て
得
た
重
油
及
び
粗
油
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
六
条
に
規
定
す
る
物
品
と
す

る
。

（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
〇
四
〇
一
・
一
〇
号
、
第
〇
四
〇
一
・
二
〇
号
、
第
〇
四
〇
一
・
三
〇
号
、
第
〇
四
〇
三
・
一
〇
号
、
第

〇
四
〇
三
・
九
〇
号
、
第
〇
四
〇
四
・
九
〇
号
、
第
一
八
〇
六
・
二
〇
号
、第
一
八
〇
六
・
九
〇
号
、第
一
九
〇
一
・

一
〇
号
、
第
一
九
〇
一
・
二
〇
号
、
第
一
九
〇
一
・
九
〇
号
、
第
二
一
〇
一
・
一
二
号
、
第
二
一
〇
一
・
二
〇
号
、
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